
　LPガス供給のほか、ガソリンスタンド事業や不動産業、水道工事の指定業者でリ
フォーム業も展開する前山商事。顧客エリアは同社の所在地・高畠町をはじめ、県南
の米沢市、南陽市、川西町など。令和４・５年度の連続で補助金事業申請となったが、
今回は令和４年度の取り組みについて重点的に伺った。

前山商事株式会社

　LPWA導入の目的は「業務の省力化と時間短縮」と「遠方や冬期の検針や保安対
策」。検針は１名の担当者が行っていたが、検針専門ではなく様々な業務を兼務しなが
ら１件ずつ巡回していた。毎年12月中旬頃からは本格的な降雪により、雪の中での検
針となる。雪で埋まったメーターを除雪したり、軒下のつららの落下に気を使いながら
作業したりと思うように作業は進まず検針は重労働であった。
　システム導入では自動検針、料金請求、保安業務への活用のほか、LPWAで取得し
たデータを販売管理システム「ガスPOS」に取り込めるよう連携を図るシステムも更新
した。検針担当者は、自動検針により時間が取れずにいたチラシ配布や訪問ができる
ようになった。また遠隔での開閉栓が可能になり、緊急時ややむを得ない状況で早急
にガスを止めることや、使用再開を希
望されるお客さまへも現地に行くこと
なく素早く開けることができるように
もなった。迅速な対応に加え手間も削
減できたことで業務の効率化が進
み、お客さまへご提案する時間が取
れるため、今後は機器販売等の売り
上げ拡大に繋げていきたいと先を見
据える。

積雪での検針は重労働！ 自動検針で省力化へ

（山形県東置賜郡高畠町）
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　「現状、夜間の保安においてお客さまからの通報には対応できているが、LPWA設
置によって上がってくる自動通報に対してはこれから対応していきたい。また、令和４・
５年度の補助事業を合わせると
LPWAの取り付け件数が７９％を超え
ることになるため、今後はゴールド申
請も検討して制度を活用していきた
い」と代表取締役の前山英記さんは
締めくくった。

今後の展望

　機器はメーカーの営業担当に提案を受
け、ガスメーターと同じ東洋計器を選定。取
り付けは２名体制でアパートから開始した。
対象が集合住宅で屋内での作業が比較的
多かったためまとめて作業ができたことや、
天候にも左右されにくかったことでスムーズ
に完了した。
　一方ガスPOSとの連携については、社内
で熟知した者が限られたうえ、日常業務と並
行しての作業となるため、データの処理の仕

方を確立してExcelの作業に慣れるまでは苦戦を強いられた。同時にガスPOSメー
カーへのソフト更新も必要となった。「本体だけではなく、システム等についても期間
内に決めなければならず、検討するには時間が短
かった。連携がうまくいかなかったことで、業務と
費用が増加してしまいました」と担当の前山隼也
さんは振り返る。
　また、思わぬところで良かったこともあった。
「防疫エリア」にメーターが設置されている養鶏場
のお客さまでは、これまで入所ごとに許可が必要
で申請を行っていた。自動検針になったことで業
務の省力化もあったが、防疫エリアに立ち入る必
要がなくなり、お客さまにとっても鳥インフルエン
ザ等の重大なリスクを回避できるということが最
も大きなメリットになった。

取り付けはスムーズに完了、ガスPOSとの連携は苦戦
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LPWA通信システムの実態調査票（事前調査）



LPWA通信システム導入までのスケジュール


